
H29.8.20 地域の減災を目指して 
 名張市で防災に関する講演を行いました 

～木津川上流河川事務所～ 

「平成２９年度名張市総合防災訓練にかかる事前研修会」において、避難勧告の適
正な発令や主体的な避難に役立てて頂く事を目的に、「水防災意識社会 再構築ビ
ジョン」に基づく「木津川上流域大規模水害・土砂災害減災協議会」における取組
の一環として木津川上流河川事務所及び紀伊山系砂防事務所合同で「洪水浸水想定
区域図」「土砂災害実態」について講演を行いました。 

～開催概要～ 

■開催日時：8月20日（日）13時30分～ 
■開催場所：名張市役所１F大会議室 
■参 加 者 ：自主防災組織の代表者等（約80名） 
      名張市長、名張市職員（約10名） 
      紀伊山系砂防事務所（1名） 
      木津川上流河川事務所（2名） 
■主  催：名張市 

【講演内容】 
（１）洪水浸水想定区域図について（木津川上流河川事務所）       
（２）土砂災害実態と対策について（紀伊山系砂防事務所）       

紀伊山系砂防事務所 
上田監督官による説明 

【問い合わせ先】 
 国土交通省 近畿地方整備局 木津川上流河川事務所   調査課 
 〒518-0723 三重県名張市木屋町812-1 
                  TEL 0595-63-1611 

約１００名の方が研修会に参加 

木津川上流河川事務所 
北垣調査課長による説明 

名張市長 

研修会に名張市長も参加 

今回の講演では、洪水浸水想定区域図を水害ハザードマップ作
成に生かし、住民の逃げ遅れをゼロにするための被害想定や、
災害時の安全な避難のための判断材料として、避難勧告の適正
な発令や主体的な避難に役立つ説明を行いました。 

～説明内容～ 
洪水浸水想定区域図 

• 想定しうる最大規模の降雨 
  9時間に380mmの降雨を想定。 
    （名張川・宇陀川） 
• 年超過確率1/1,000程度。 

＜名張市長挨拶コメント＞ 
• 6月に洪水浸水想定区域図が新しくなった。1000年に一度の規模とのことだが、1000年後
にくるかもしれないし、明日来るかもしれない。 

• 名張市はダム建設後、大きな浸水被害はないが、今後もないとは限らない。 
• 地域の防災活動についてご協力をお願いしたい。 


